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柏崎刈羽原子力発電所６号及び７号炉 
 
 
 
 
 

屋外重要土木構造物の耐震評価における 
断面選定の考え方 

（耐震）
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4 条-別添 6-1 

 

屋外重要土木構造物の耐震評価における断面選定の考え方 
 
1. はじめに 

柏崎刈羽原子力発電所 6 号及び 7 号炉での評価対象構造物は，屋外重要土木構造物であ

る（重大事故等対処施設を兼ねる）スクリーン室，取水路，補機冷却用海水取水路，軽油

タンク基礎，燃料移送系配管ダクト，海水貯留堰及び重大事故等対処施設である第一ガス

タービン発電機基礎及び第一ガスタービン発電機用燃料タンク基礎である。 
対象構造物のうち，取水路，軽油タンク基礎，燃料移送系配管ダクト，海水貯留堰，第

一ガスタービン発電機基礎及び第一ガスタービン発電機用燃料タンク基礎については，構

造物の配置，荷重条件及び地盤条件を考慮し，耐震評価上最も厳しくなると考えられる位

置を評価対象断面とする。 
スクリーン室及び補機冷却用海水取水路については，3 次元的な構造を考慮した設計を行

うことから，特定の評価対象断面はない。 
以下に，取水路，軽油タンク基礎，燃料移送系配管ダクト，海水貯留堰，第一ガスター

ビン発電機基礎及び第一ガスタービン発電機用燃料タンク基礎の評価対象断面選定の考え

方を述べる。対象構造物の平面配置図を第 6-1-1 図に示す。 
 

 
 

第 6-1-1 図 平面配置図 
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2. 取水路 
 取水路の平面図を第 6-2-1 図に，縦断図を第 6-2-2 図及び第 6-2-3 図に，断面図を第 6-2-4
図に示す。また，取水路の構造諸元について 6 号炉を第 6-2-1 表に，7 号炉を第 6-2-2 表に

示す。 
 取水路は，鉄筋コンクリート造の地中構造物であり，古安田層洪積粘性土層に直接若し

くはマンメイドロックを介して西山層に設置される。 
 取水路の縦断方向（通水方向）は，加振方向と平行に配置される側壁及び隔壁を耐震設

計上見込むことができるため，強軸方向となる。一方，横断方向（通水方向に対し直交す

る方向）は，通水機能を確保するため，加振方向と平行に配置される構造部材がないこと

から，弱軸方向となる。 
 取水路の断面形状は，取水方向に対して複数の断面形状を示し，海側から大きく漸縮部，

一般部，漸拡部に分けられる。 
 取水路の耐震評価は，構造物の構造的特徴や周辺の地盤条件も考慮して，構造の安全性

に支配的な弱軸方向であるブロック②～⑪の横断方向断面のうち，耐震安全上厳しくなる

断面について基準地震動 Ss による耐震評価を実施する。 
 

        
（6 号炉）                    （7 号炉） 

第 6-2-1 図 6 号及び 7 号炉取水路 平面図 
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第 6-2-1 表 6 号炉取水路 構造諸元 

 
  
 
 

 
 
 
 
 

第 6-2-2 図 6 号炉取水路 縦断図 
 
  

ブロック番号 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪

設備区分 スクリーン室
取水路

（漸縮部）
取水路

（一般部）
取水路

（漸拡部）

幅（m） 48.1 48.1～16.6 16.6 16.6 16.6 17.3～23.9 24.0～30.5 30.5～37.0

高さ（m） 10.0 7.0～8.0 8.0～6.6 6.6 6.6 7.2 7.2～8.3 8.3～9.5

壁面積率 0.19 0.20 0.24 0.24 0.24 0.37 0.28 0.23

頂版開口 有 無 立坑 無 無 立坑 無 無 無 無 立坑

機器荷重 有 無 無 無 無 無 無 無

土被り厚（m） 0 2.5 2.5～14.7 14.7～19.2 15.8 15.6 15.6～14.5 14.5～13.3

ブロック番号 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪

設備区分 スクリーン室
取水路

（漸縮部）
取水路

（一般部）
取水路

（漸拡部）

幅（m） 48.1 48.1～16.6 16.6 16.6 16.6 17.3～23.9 24.0～30.5 30.5～37.0

高さ（m） 10.0 7.0～8.0 8.0～6.6 6.6 6.6 7.2 7.2～8.3 8.3～9.5

壁面積率 0.19 0.20 0.24 0.24 0.24 0.37 0.28 0.23

頂版開口 有 無 立坑 無 無 立坑 無 無 無 無 立坑

機器荷重 有 無 無 無 無 無 無 無

土被り厚（m） 0 2.5 2.5～14.7 14.7～19.2 15.8 15.6 15.6～14.5 14.5～13.3

 

① ② ③ ④ 
⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ 

A 

A 

C 

B C 

B 
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第 6-2-2 表 7 号炉取水路 構造諸元 

 
 
 
 

 

 
 
 
 
 

第 6-2-3 図 7 号炉取水路 縦断図 
 
  

ブロック番号 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪

設備区分 スクリーン室
取水路

（漸縮部）
取水路

（一般部）
取水路

（漸拡部）

幅（m） 48.1 48.1～16.6 16.6 16.6 16.6 17.3～24.0 24.0～30.9 30.9～37.6

高さ（m） 10.0 7.0～8.0 8.0～6.6 6.6 6.6 7.2 7.2～8.3 8.3～9.5

壁面積率 0.19 0.20 0.24 0.24 0.24 0.37 0.28 0.22

頂版開口 有 無 立坑 無 無 立坑 無 無 無 無 立坑

機器荷重 有 無 無 無 無 無 無 無

土被り厚（m） 0 2.5 2.5～13.8 13.8～19.2 15.8 15.6 15.6～14.5 14.5～13.3

ブロック番号 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪

設備区分 スクリーン室
取水路

（漸縮部）
取水路

（一般部）
取水路

（漸拡部）

幅（m） 48.1 48.1～16.6 16.6 16.6 16.6 17.3～24.0 24.0～30.9 30.9～37.6

高さ（m） 10.0 7.0～8.0 8.0～6.6 6.6 6.6 7.2 7.2～8.3 8.3～9.5

壁面積率 0.19 0.20 0.24 0.24 0.24 0.37 0.28 0.22

頂版開口 有 無 立坑 無 無 立坑 無 無 無 無 立坑

機器荷重 有 無 無 無 無 無 無 無

土被り厚（m） 0 2.5 2.5～13.8 13.8～19.2 15.8 15.6 15.6～14.5 14.5～13.3

 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ 

A 

A B 

B C 

C 
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第 6-2-4 図 6 号及び 7 号炉取水路 断面図 
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3. 軽油タンク基礎 
 軽油タンク基礎の平面図及び断面図について，6 号炉を第 6-3-1 図に，7 号炉を第 6-3-2
図に示す。 
 軽油タンク基礎は，鉄筋コンクリート造の基礎版が杭を介して西山層に支持される地中

構造物である。 
 軽油タンク基礎は比較的単純な基礎構造物であり，評価対象断面方向に一様な構造とな

っている。また，基礎版及び杭の周辺には地盤改良を実施しているため，周辺の地盤が構

造物に与える影響はどの断面も大きな差はないと考えられる。 
 軽油タンク基礎の耐震評価は，構造物の構造的特徴や周辺の地盤条件も考慮して，耐震

安全上厳しくなる断面について基準地震動 Ss による耐震評価を実施する。 
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第 6-3-1 図 6 号炉軽油タンク基礎 平面図・断面図 
 
 

 

 

 
第 6-3-2 図 7 号炉軽油タンク基礎 平面図・断面図 
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4. 燃料移送系配管ダクト 
 燃料移送系配管ダクトの平面図，断面図及び縦断図について，6 号炉を第 6-4-1 図に，7
号炉を第 6-4-2 図に示す。 
 6 号炉燃料移送系配管ダクトは，軽油タンク側は鉄筋コンクリート造のダクトが杭を介し

て，6 号炉原子炉建屋側はマンメイドロックを介して西山層に支持される地中構造物である。

7 号炉燃料移送系配管ダクトは，鉄筋コンクリート造のダクトが杭を介して西山層に支持さ

れる地中構造物である。また，6 号及び 7 号炉ともにダクト及び杭の周辺には地盤改良を実

施している。 
燃料移送系配管ダクトの縦断方向（軸方向）は，ダクト部の加振方向と平行に配置され

る側壁及び隔壁を耐震設計上見込むことができるため，強軸方向となる。一方，横断方向

（軸方向に対し直交する方向）は，加振方向と平行に配置される構造部材がないことから，

弱軸方向となる。 
 燃料移送系配管ダクトの耐震評価は，構造物の構造的特徴や周辺の地盤条件も考慮して，

構造の安全性に支配的な弱軸方向である横断方向断面のうち，耐震安全上厳しくなる断面

について基準地震動 Ss による耐震評価を実施する。 
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第 6-4-1 図 6 号炉燃料移送系配管ダクト 平面図・断面図・縦断図 
 

 
第 6-4-2 図 7 号炉燃料移送系配管ダクト 平面図・断面図・縦断図 

▽T.M.S.L.+12.0(G.L.)

埋戻土層(Ⅱ)
鋼管杭

▽T.M.S.L.+9.2

西山層

地盤改良

埋戻土層(Ⅰ)
６号炉原子炉建屋

燃料移送系配管ダクト

地盤改良

▽T.M.S.L.±0.0

マンメイドロック
埋戻土層(Ⅱ)

西山層

▽T.M.S.L.+12.0(G.L.)

鋼管杭

地下水位▽T.M.S.L. +7.0m

西山層

埋戻土層（Ⅰ）

埋戻土層（Ⅱ）

地下水位▽T.M.S.L. +7.0m

▽T.M.S.L.+12.0(G.L.)

鋼管杭
地盤改良

洪積砂質土層(Ⅱ)

洪積粘性土層(Ⅰ)

洪積粘性土層(Ⅱ)

洪積砂質土層(Ⅰ)

新期砂層(Ⅱ)

新期砂層(Ⅰ)

埋戻土層(Ⅰ)

西山層

新期砂層(Ⅰ)

新期砂層(Ⅱ)

埋戻土層(Ⅰ)

▽T.M.S.L.+12.0(G.L.)

▽T.M.S.L.-16.0

鋼管杭

マンメイドロック

B
R

新期砂層(Ⅱ)

洪積粘性土層(Ⅰ)

洪積砂質土層(Ⅱ)

西山層

新期砂層(Ⅰ)

７号炉原子炉建屋

燃料移送系配管ダクト

地盤改良

地下水位▽T.M.S.L. +7.0m

西山層

古安田層

新期砂層・
沖積層

地下水位▽T.M.S.L. +7.0m

埋戻土層（Ⅰ）

埋戻土層（Ⅱ） 

西山層 

B’

（平面図） 

（縦断図） 

（断面図） 

A A’ 

新期砂層・ 

沖積層 

古安田層 

西山層 

A A’ 

B’ 
A

A A’ 

A’ 

B B’ 

：液状化影響評価対象層 

（凡例） A 

（平面図） 

B B’ 

（縦断図） 

A 

（単位：mm） 

（断面図） 

（単位：m） 

（単位：mm） 

（単位：m） 

（単位：m） 

（単位：m） 

A 

A 

B

B
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5. 海水貯留堰 
 海水貯留堰の平面図を第 6-5-1 図に，断面図を第 6-5-2 図に示す。 
 海水貯留堰は，取水口前面の海中に設置する鋼管矢板を連結した構造物であり，取水護

岸に接続している。また，鋼管矢板は，西山層若しくは古安田層洪積粘性土層に直接設置

される。 
海水貯留堰の縦断方向（軸方向）は，加振方向に隣接する鋼管矢板を耐震設計上見込む

ことができるため，強軸方向となる。一方，横断方向（軸方向に対し直交する方向）は，

加振方向に隣接する鋼管矢板がないことから，弱軸方向となる。 
 海水貯留堰の耐震評価は，構造物の構造的特徴や周辺の地盤条件も考慮して，構造の安

全性に支配的な弱軸方向である横断方向断面のうち，耐震安全上厳しくなる断面について

基準地震動 Ss による耐震評価を実施する。 
 

 
（7 号炉）                   （6 号炉） 

 
第 6-5-1 図 6 号及び 7 号炉海水貯留堰 平面図 

 

 

 

第 6-5-2 図 6 号及び 7 号炉海水貯留堰 断面図 
  

 

  

 
 

取水護岸 取水護岸 取水護岸 取水護岸 

海水貯留堰 海水貯留堰 

（A 部） （B 部） 
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6. 第一ガスタービン発電機基礎及び第一ガスタービン発電機用燃料タンク基礎 
 第一ガスタービン発電機基礎及び第一ガスタービン発電機用燃料タンク基礎の平面図を

第 6-6-1 図に，断面図を第 6-6-2 図に示す。 
 第一ガスタービン発電機基礎は，鉄筋コンクリート造の基礎版が杭を介して西山層に支

持される地中構造物である。 
 第一ガスタービン発電機基礎は比較的単純な基礎構造物であり，評価対象断面方向に一

様な構造となっている。また，基礎版及び杭の周辺には地盤改良を実施しているため，周

辺の地盤が構造物に与える影響はどの断面も大きな差はないと考えられる。 
 第一ガスタービン発電機用燃料タンク基礎は，鉄筋コンクリート造のピットが杭を介し

て西山層に支持される地中構造物である。 
第一ガスタービン発電機用燃料タンク基礎は比較的単純な基礎構造物であり，評価対象

断面方向に一様な構造となっている。また，ピット及び杭の周辺には地盤改良を実施して

いるため，周辺の地盤が構造物に与える影響はどの断面も大きな差はないと考えられる。 
第一ガスタービン発電機基礎及び第一ガスタービン発電機用燃料タンク基礎の耐震評価

は，構造物の構造的特徴や周辺の地盤条件も考慮して，耐震安全上厳しくなる断面につい

て基準地震動 Ss による耐震評価を実施する。 
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第 6-6-1 図 第一ガスタービン発電機及び 

第一ガスタービン発電機用燃料タンク基礎 平面図 
  

第一ガスタービン発電機基礎 燃料タンク基礎

2.90 15.20

12
.2
8

28.00

14
.
00

20
.0
0

７号炉タービン建屋

4.00

32.50

（単位：ｍ） 

B 

B’ 

A A’ 

C 

C’ 

D 

D’ 
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（第一ガスタービン発電機基礎及び燃料タンク基礎 EW 断面） 
 

 
（第一ガスタービン発電機基礎 NS 断面①） 

 
第 6-6-2 図 第一ガスタービン発電機及び 

第一ガスタービン発電機用燃料タンク基礎 断面図（1/2） 
  

新期砂層(Ⅰ)

埋戻土層(Ⅰ)
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洪積粘性土層(Ⅲ)
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20.0
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0.0

-10.0
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-30.0

T.M.S.L.
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埋戻土層 (Ⅰ)

洪積粘性土層(Ⅲ)

新期砂層(Ⅰ)

28.0015.20
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T.M.S.L.+12.2
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第一ガスタービン発電機基礎燃料タンク基礎

洪積砂質土層(Ⅱ)

洪積粘性土層(Ⅱ)

地盤改良　　　　　　

12.00

3
.
60
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.
00

4.00

32.5

地下水位▽T.M.S.L. +1.0m

新期砂層(Ⅰ)

西山層

埋戻土層(Ⅰ)

洪積粘性土層(Ⅱ)
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-10.0

-20.0
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T.M.S.L.

T.M.S.L.+12.2

地盤改良

地下水位▽T.M.S.L. +1.0m

：液状化影響評価対象層 

（凡例） 

（単位：ｍ） 

新期砂層・ 

沖積層 

古安田層 

西山層 

埋戻土層（Ⅰ） 

埋戻土層（Ⅰ） 

新期砂層・ 

沖積層 

古安田層 

西山層 

：液状化影響評価対象層 

（凡例） 

（単位：ｍ） 

A A’ 

B B’ 
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（第一ガスタービン発電機基礎 NS 断面②） 

 

 
（第一ガスタービン発電機用燃料タンク基礎 NS 断面） 

 
第 6-6-2 図 第一ガスタービン発電機及び 

第一ガスタービン発電機用燃料タンク基礎 断面図（2/2） 
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（単位：ｍ） 

：液状化影響評価対象層 

（凡例） 

（単位：ｍ） 

：液状化影響評価対象層 

（凡例） 

埋戻土層（Ⅰ） 

新期砂層・ 

沖積層 

古安田層 

西山層 

埋戻土層（Ⅰ） 

新期砂層・ 

沖積層 

古安田層 

西山層 

C C’ 

D D’ 
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第 4-2-2 表 柏崎刈羽原子力発電所 7号炉 建屋内上位クラス施設一覧表(6/7) 
整理 

番号 
建屋内上位クラス施設 区分 

設置

建屋 

配置図 

番号※ 

 整理 

番号 
建屋内上位クラス施設 区分 

設置

建屋 

配置図 

番号※ 

K7-

B001 
非常用所内電源補助盤 S ｸﾗｽ  C/B 31 

 K7-

B035 
格納容器内雰囲気モニタ盤 

S ｸﾗｽ 

SA 施設 

R/B 

C/B 
22,31 

K7-

B002 
安全系補助継電器盤 

S ｸﾗｽ 

SA 施設 
C/B 31 

 K7-

B036 

使用済燃料プール・津波監視カメ

ラ制御架 

S ｸﾗｽ 

SA 施設 
C/B 31 

K7-

B003 
安全保護系盤 

S ｸﾗｽ 

SA 施設 
C/B 31 

 K7-

B037 
格納容器補助盤 SA 施設 C/B 31 

K7-

B004 
工学的安全施設盤 

S ｸﾗｽ 

SA 施設 
C/B 31 

 K7-

B038 
原子炉系記録計盤 SA 施設 C/B 31 

K7-

B005 
中央運転監視盤 

S ｸﾗｽ 

SA 施設 
C/B 31 

 K7-

B039 
格納容器内水素モニタ盤 SA 施設 C/B 31 

K7-

B006 
運転監視補助盤 

S ｸﾗｽ 

SA 施設 
C/B 31 

 K7-

B040 
事故時放射線モニタ盤 

S ｸﾗｽ 

SA 施設 
C/B 31 

K7-

B007 
中央制御室端子盤 S ｸﾗｽ C/B 31 

 K7-

B041 
緊急用電源切替箱 SA 施設 R/B 19,21 

K7-

B008 

原子炉緊急停止系ロードドライ

バ盤 
S ｸﾗｽ C/B 31 

 K7-

B042 
ＡＭ用電動弁電源切替盤 

S ｸﾗｽ 

SA 施設 
R/B 22 

K7-

B009 
主蒸気隔離系ロードドライバ盤 S ｸﾗｽ  C/B 31 

 K7-

B043 
ＡＭ用電動弁操作箱 SA 施設 R/B 22 

K7-

B010 

原子炉隔離時冷却系タービン制

御盤 
S ｸﾗｽ R/B 19 

 K7-

B044 
格納容器圧力逃がし装置制御盤 SA 施設 C/B 31 

K7-

B011 

原子炉隔離時冷却系真空タンク

水位電送器用増幅器収納箱 
S ｸﾗｽ R/B 19 

 K7-

B045 

格納容器圧力逃がし装置無停電

電源装置 
SA 施設 R/B 21 

K7-

B012 
中央制御室外原子炉停止装置盤 S ｸﾗｽ R/B 19 

 K7-

B046 

格納容器圧力逃がし装置放射線

モニタ前置増幅器盤 
SA 施設 R/B 24 

K7-

B013 
スクラムソレノイドヒューズ盤 S ｸﾗｽ R/B 18 

 K7-

B047 
保安器盤 SA 施設 R/B 24 

K7-

B014 

可燃性ガス濃度制御系サイリス

タスイッチ盤 
S ｸﾗｽ R/B 19 

 K7-

B048 
ＡＴＷＳ／ＲＰＴ盤 SA 施設 C/B 31 

K7-

B015 

原子炉補機冷却海水系ストレー

ナ制御盤 
S ｸﾗｽ  T/B 25,26,28 

 K7-

B049 
高圧代替注水設備制御盤 SA 施設 C/B 31 

K7-

B016 
安全系多重伝送現場盤 

S ｸﾗｽ 

SA 施設 
R/B 19 

 K7-

B050 

使用済燃料プール（広域）水位監

視制御盤 

S ｸﾗｽ 

SA 施設 
C/B 31 

K7-

B017 
ほう酸水注入系操作盤 S ｸﾗｽ R/B 22 

 
     

K7-

B018 
メタルクラッドスイッチギア 

S ｸﾗｽ 

SA 施設 
R/B 19 

 
     

K7-

B019 
パワーセンタ 

S ｸﾗｽ 

SA 施設 

R/B 

T/B 

19,25,26 

27 

 
    

 

K7-

B020 
動力変圧器 

S ｸﾗｽ 

SA 施設 

R/B 

T/B 

19,22,25 

26,27 

 
    

 

K7-

B021 
モータコントロールセンタ 

S ｸﾗｽ 

SA 施設 

R/B 

T/B 

C/B 

19,22,24 

25,26,27 

30 

 

    

 

K7-

B022 
直流主母線盤 

S ｸﾗｽ 

SA 施設 
C/B 30 

 
    

 

K7-

B023 
充電器盤 

S ｸﾗｽ 

SA 施設 

R/B 

C/B 
24,30 

 
    

 

K7-

B024 
蓄電池 

S ｸﾗｽ 

SA 施設 

R/B 

C/B 
24,29,30 

 
    

 

K7-

B025 
直流モータコントロールセンタ 

S ｸﾗｽ 

SA 施設 
R/B 19,24 

 
    

 

K7-

B026 
直流分電盤 

S ｸﾗｽ 

SA 施設 
C/B 30 

 
    

 

K7-

B027 
直流切替盤 

S ｸﾗｽ 

SA 施設 
C/B 30 

 
    

 

K7-

B028 
バイタル交流電源装置 

S ｸﾗｽ 

SA 施設 
C/B 30 

 
    

 

K7-

B029 
交流バイタル分電盤 

S ｸﾗｽ 

SA 施設 
C/B 30 

 
    

 

K7-

B030 
計測用主母線盤 

S ｸﾗｽ 

SA 施設 
C/B 30 

 
    

 

K7-

B031 
計測用分電盤 

S ｸﾗｽ 

SA 施設 
C/B 30 

 
    

 

K7-

B032 
非常用ディーゼル発電機盤 S ｸﾗｽ R/B 20,21 

 
    

 

K7-

B033 

換気空調補機非常用冷却水系冷

凍機制御盤 
S ｸﾗｽ  C/B 29 

 
    

 

K7-

B034 

核計装／安全系プロセス放射線

モニタ盤 

S ｸﾗｽ 

SA 施設 

R/B 

C/B 
21,31 

 
    

 

※ 第 6-3-2 図で建屋内上位クラス施設が記載されている配置図の通し番号を示す。 
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第 4-2-2 表 柏崎刈羽原子力発電所 7号炉 建屋内上位クラス施設一覧表(7/7) 
整理 

番号 
建屋内上位クラス施設 区分 

設置 

建屋 

配置図 

番号※ 
 

整理 

番号 
建屋内上位クラス施設 区分 

設置

建屋 

配置図 

番号※ 

K7-

I001 
鉛直方向地震加速度検出器 S ｸﾗｽ R/B 17  

K7-

I033 

復水補給水系流量（RHR（B）系代

替注水流量） 
SA 施設 R/B 20 

K7-

I002 
水平方向地震加速度検出器 S ｸﾗｽ R/B 17,22  

K7-

I034 

使用済燃料貯蔵プール温度（SA） 

使用済燃料貯蔵プール水位（SA） 
SA 施設 R/B 24 

K7-

I003 
原子炉系炉心流量 S ｸﾗｽ R/B 17  

K7-

I035 
使用済燃料貯蔵プール水位（SA） SA 施設 R/B 24 

K7-

I004 
原子炉水位（狭帯域） 

S ｸﾗｽ 

SA 施設 
R/B 19  

K7-

I036 

復水補給水系流量（格納容器下部

注水流量） 
SA 施設 R/B 18 

K7-

I005 
原子炉水位（SA） SA 施設 R/B 18,19  

K7-

I037 
格納容器内圧力（S/C） SA 施設 R/B 20 

K7-

I006 
原子炉圧力 

S ｸﾗｽ 

SA 施設 
R/B 19  

K7-

I038 

サプレッションチェンバ気体温

度 
SA 施設 R/B 19 

K7-

I007 
原子炉圧力（SA） SA 施設 R/B 19  

K7-

I039 
ドライウェル雰囲気温度 SA 施設 R/B 17,22 

K7-

I008 
格納容器内圧力 S ｸﾗｽ R/B 22  

K7-

I040 
原子炉建屋水素濃度 SA 施設 R/B 

18,19, 

21,24 

K7-

I009 
格納容器内圧力（D/W） SA 施設 R/B 22  

K7-

I041 
高圧代替注水系系統流量 SA 施設 R/B 18 

K7-

I010 
制御棒駆動機構充てん水圧力 S ｸﾗｽ R/B 17  

K7-

I042 
格納容器下部水位 SA 施設 R/B 17 

K7-

I011 
主蒸気管放射線モニタ S ｸﾗｽ R/B 22  

K7-

I043 
格納容器内水素濃度（SA) SA 施設 R/B 19,20 

K7-

I012 

原子炉区域換気空調系排気放射

線モニタ 
S ｸﾗｽ R/B 22  

K7-

I044 
耐圧強化ベント系放射線モニタ SA 施設 R/B 24 

K7-

I013 

燃料取替エリア排気放射線モニ

タ 
S ｸﾗｽ R/B 24  

K7-

I045 

使用済燃料貯蔵プール放射線モ

ニタ（低レンジ） 
SA 施設 R/B 24 

K7-

I014 

サプレッションチェンバプール

水位 

S ｸﾗｽ 

SA 施設 
R/B 17  

K7-

I046 

使用済燃料貯蔵プール放射線モ

ニタ（高レンジ） 
SA 施設 R/B 24 

K7-

I015 
原子炉水位（広帯域） 

S ｸﾗｽ 

SA 施設 
R/B 19  

K7-

I047 

静的触媒式水素再結合器 動作

監視装置 
SA 施設 R/B 24 

K7-

I016 
主蒸気管流量 S ｸﾗｽ R/B 19  

K7-

I048 
復水貯蔵槽水位（SA） SA 施設 Rw/B 32 

K7-

I017 
主蒸気管トンネル温度 S ｸﾗｽ R/B 21  

K7-

I049 
復水移送ポンプ吐出圧力 SA 施設 Rw/B 32 

K7-

I018 

取水槽水位計測用空気流量調節

器 
S ｸﾗｽ T/B 26  

K7-

I050 

復水補給水系温度（代替循環冷

却） 
SA 施設 R/B 17 

K7-

I019 
取水槽水位 S ｸﾗｽ T/B 26  

K7-

I051 
通信連絡設備 SA 施設 C/B 31 

K7-

I020 

サプレッションチェンバプール

水温度 
SA 施設 R/B 17  

K7-

I052 

格納容器圧力逃がし装置フィル

タ装置入口圧力 
SA 施設 R/B 23 

K7-

I021 
起動領域モニタ 

S ｸﾗｽ 

SA 施設 
R/B 23  

K7-

I053 

格納容器圧力逃がし装置フィル

タ装置水素濃度 
SA 施設 R/B 22 

K7-

I022 
出力領域モニタ 

S ｸﾗｽ 

SA 施設 
R/B 23      

 

K7-

I023 
格納容器内水素濃度 

S ｸﾗｽ 

SA 施設 
R/B 23      

 

K7-

I024 
格納容器内酸素濃度 

S ｸﾗｽ 

SA 施設 
R/B 23      

 

K7-

I025 
格納容器内雰囲気放射線モニタ 

S ｸﾗｽ 

SA 施設 
R/B 19,20      

 

K7-

I026 
残留熱除去系系統流量 S ｸﾗｽ R/B 17      

 

K7-

I027 
原子炉水位（燃料域） 

S ｸﾗｽ 

SA 施設 
R/B 17      

 

K7-

I028 
高圧炉心注水系系統流量 S ｸﾗｽ R/B 17      

 

K7-

I029 
原子炉隔離時冷却系系統流量 S ｸﾗｽ R/B 17      

 

K7-

I030 

使用済燃料貯蔵プール温度（SA広

域） 

使用済燃料貯蔵プール水位（SA広

域） 

SA 施設 R/B 24      

 

K7-

I031 
原子炉圧力容器温度 SA 施設 R/B 19      

 

K7-

I032 

復水補給水系流量（RHR（A）系代

替注水流量） 
SA 施設 R/B 19      

 

※ 第 6-3-2 図で建屋内上位クラス施設が記載されている配置図の通し番号を示す。 
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第 4-2-3 表 柏崎刈羽原子力発電所 6号炉及び 7号炉 

建屋内上位クラス施設一覧表 
整理 

番号 
建屋内上位クラス施設 区分 

設置

建屋 

配置図 

番号※ 

 
    

 

共-

E001 

中央制御室待避室空気ボンベ陽

圧化装置配管 
SA 施設 

C/B 

Rw/B 
－ 

 
     

共-

E002 

5 号炉原子炉建屋内緊急時対策所

（対策本部）陽圧化装置配管 
SA 施設 

5 号

R/B 
－ 

 
     

共-

E003 

5 号炉原子炉建屋内緊急時対策所

（対策本部）二酸化炭素吸収装置 
SA 施設 

5 号

R/B 
1 

 
     

共-

E004 

5 号炉原子炉建屋内緊急時対策所

（対策本部）高気密室 
SA 施設 

5 号

R/B 
1 

 
     

共-

E005 

5 号炉原子炉建屋内緊急時対策所

（待機場所）陽圧化装置配管 
SA 施設 

5 号

R/B 
－ 

 
     

共-

B001 

5 号炉原子炉建屋内緊急時対策所

用負荷変圧器 
SA 施設 

5 号

R/B 
1 

 
     

共-

B002 

5 号炉原子炉建屋内緊急時対策所

用交流分電盤 
SA 施設 

5 号

R/B 
1 

 
     

共-

B003 
第一ガスタービン発電機操作盤 SA 施設 C/B 2 

 
     

共-

I001 

5 号炉原子炉建屋内緊急時対策所

用無線連絡設備 
SA 施設 

5 号

R/B 
1 

 
     

※ 第 6-3-3 図で建屋内上位クラス施設が記載されている配置図の通し番号を示す。 
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5. 下位クラス施設の抽出及び影響評価方法 

   3.項で整理した各検討事象を基に，上位クラス施設への波及的影響を及ぼ

すおそれのある下位クラス施設の抽出及び評価フローを作成し，当該フロー

に基づき，影響評価を実施する。なお，建屋外の波及的影響を及ぼすおそれ

のある下位クラス施設の抽出にあたっては，施設の設置地盤及び周辺地盤の

液状化による影響を考慮する。 

 

  5.1 相対変位又は不等沈下による影響 

    (1) 地盤の不等沈下による影響 

      第 5-1-1 図のフローに従い，上位クラス施設及びそれらの間接支持

構造物である建物・構築物の周辺に位置する波及的影響を及ぼすおそ

れのある下位クラス施設を抽出し，波及的影響の有無を検討する。 

 

    a. 下位クラス施設の抽出 

     地盤の不等沈下による下位クラス施設の傾きや倒壊を想定しても上位

クラス施設に衝突しない程度の十分な離隔距離をとって配置されている

ことを確認し，離隔距離が十分でない下位クラス施設を抽出する。 

 

b. 耐震性の確認 

     a.で抽出した下位クラス施設について，基準地震動 Ss に対して，基

礎地盤が十分な支持性能を持つ岩盤に設置されていることの確認によ

り，不等沈下しないことを確認する。支持層が岩盤でなく更新統（古安

田層）に設置されている場合や支持層に更新統（古安田層）と岩盤が混

在する場合は，基準地震動 Ss に対して，不等沈下が生じないことを確

認する。 

 

    c. 不等沈下に伴う波及的影響の評価 

     b.で地盤の不等沈下のおそれが否定できない下位クラス施設について

は，傾きや倒壊を想定し，これらによる上位クラス施設への影響を確認

し，上位クラス施設の有する機能を損なわないことを確認する。 

 

    d. 対策検討 

     c.で上位クラス施設の機能を損なうおそれが否定できない下位クラス

施設に対して，基礎地盤の補強や周辺の地盤改良等を行い，不等沈下に

よる下位クラス施設の波及的影響を防止する。 
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第 6-1-5 表 6 号及び 7号炉 建屋外施設の評価方針又は評価結果（地盤の不等沈下による影響） 

建屋外上位クラス施設 
波及的影響を及ぼすおそれ 
のある下位クラス施設 

評価方針又は評価結果 備考 

・コントロール建屋 サービス建屋 
サービス建屋は岩盤（一部が古安田層）に支持されているため，
基準地震動 Ss に対して，不等沈下が生じないことを確認する。 

本資料 
添付資料 5 

参照 
工認計算書 
添付予定 

・5 号炉原子炉建屋内緊急時
対策所（5号炉原子炉建屋） 

5 号炉タービン建屋 
5号炉タービン建屋は 5号炉原子炉建屋内緊急時対策所と連続し
た岩盤に直接支持されており，不等沈下は生じない。 

本資料 
添付資料 5 

参照 

5 号炉サービス建屋 
5 号炉サービス建屋は地盤改良土を介して更新統（古安田層）に
支持されているため，基準地震動 Ss に対して，不等沈下が生じ
ないことを確認する。 

本資料 
添付資料 5 

参照 
工認計算書 
添付予定 

5 号炉主排気筒 
5号炉主排気筒は 5号炉原子炉建屋内緊急時対策所と連続した岩
盤に杭を介して支持されており，不等沈下は生じない。 

本資料 
添付資料 5 

参照 

5 号炉連絡通路 
5 号炉連絡通路はマンメイドロック（MMR）を介して更新統（古安
田層）に支持されているため，基準地震動 Ss に対して，不等沈
下が生じないことを確認する。 

本資料 
添付資料 5 

参照 
工認補足 

説明資料に 

記載予定 

5 号炉格納容器圧力逃がし装置基礎 
5号炉格納容器圧力逃がし装置基礎は 5号炉原子炉建屋内緊急時
対策所と連続した岩盤に杭を介して支持されており，不等沈下は
生じない。 

本資料 
添付資料 5 

参照 

5 号炉主排気モニタ建屋 

5 号炉主排気モニタ建屋は埋戻し土に支持されており，不等沈下
による影響を受けるおそれがある。 
5号炉原子炉建屋内緊急時対策所に対して構造物の規模が小さく
軽量であることから，倒壊により 5 号炉原子炉建屋内緊急時対策
所に衝突したとしても影響は軽微であり，建屋の耐震性を損なう
ことはないことを確認する。 

本資料 
添付資料 5 

参照 
工認補足 

説明資料に 
記載予定 

・5 号炉原子炉建屋内緊急時
対策所用無線連絡設備 

5 号炉主排気筒 
5号炉主排気筒は 5号炉原子炉建屋内緊急時対策所と連続した岩
盤に杭を介して支持されており，不等沈下は生じない。 

本資料 
添付資料 5 

参照 
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第 6-1-6 表 6 号炉 建屋外施設の評価方針（建屋の相対変位による影響） 

建屋外上位クラス施設 
波及的影響を及ぼすおそれ 
のある下位クラス施設 

評価方針 備考 

・タービン建屋 6 号炉連絡通路 

6号炉連絡通路はタービン建屋に対して構造物の規模が小さく軽
量であることから，倒壊によりタービン建屋に衝突したとしても
影響は軽微であり，建屋の耐震性を損なうことはないことを確認
する。 

工認補足 
説明資料に 
記載予定 

 

 

第 6-1-7 表 6 号及び 7号炉 建屋外施設の評価方針（建屋の相対変位による影響） 

建屋外上位クラス施設 
波及的影響を及ぼすおそれ 
のある下位クラス施設 

評価方針 備考 

・コントロール建屋 サービス建屋 

コントロール建屋とサービス建屋の最小離隔は 100mm と小さく，
建屋間相対変位によって建屋同士が接触する可能性がある。その
ため，基準地震動 Ss に対する地震応答解析により，影響を確認
する。 

工認計算書 
添付予定 

・5 号炉原子炉建屋内緊急時
対策所（5号炉原子炉建屋） 

5 号炉タービン建屋 

5号炉タービン建屋と 5号炉原子炉建屋内緊急時対策所の最小離
隔は 100mm と小さく，建屋間相対変位によって建屋同士が接触す
る可能性がある。そのため，基準地震動 Ss に対する地震応答解
析により，影響を確認する。 

工認補足 
説明資料に 
記載予定 

5 号炉連絡通路 

5号炉連絡通路は 5号炉原子炉建屋内緊急時対策所に対して構造
物の規模が小さく軽量であることから，倒壊により 5号炉原子炉
建屋内緊急時対策所に衝突したとしても影響は軽微であり，建屋
の耐震性を損なうことはないことを確認する。 

工認補足 
説明資料に 
記載予定 

5 号炉主排気モニタ建屋 

5号炉主排気モニタ建屋は 5号炉原子炉建屋内緊急時対策所に対
して構造物の規模が小さく軽量であることから，倒壊により 5 号
炉原子炉建屋内緊急時対策所に衝突したとしても影響は軽微で
あり，建屋の耐震性を損なうことはないことを確認する。 

工認補足 
説明資料に 
記載予定 
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6.2 接続部における相互影響検討結果 

6.2.1 抽出手順 

机上検討をもとに，上位クラス施設と接続する下位クラス施設のうち，

下位クラス施設の損傷または隔離によるプロセス変化により上位クラス施

設に影響を及ぼす可能性がある下位クラス施設を抽出する。なお，Sクラ

ス施設等と重要 SA 施設の接続部例のような Sクラス施設等と重要 SA 施設

との接続部は上位クラス同士であるため，上位クラス施設と下位クラス施

設との接続部として抽出しない。 

接続部については，系統図等により網羅的に確認が可能であり，プラン

ト建設時及び改造工事の際は，施工に伴う確認，系統図作成時における現

場確認，使用前検査，試運転等から接続部が設計図書どおりであることを

確認していることから，接続部の波及的影響については，机上検討により

評価対象の抽出が可能である。 

 

  

 

 

 

 

 

 

S クラス施設等と重要 SA 施設の接続部例 

 

 6.2.2 接続部の抽出及び影響評価対象の選定結果 

    第 5-2 図のフローの a,b 及び cに基づいて抽出された評価対象接続部に

ついて整理したものを第 6-2-1 表～第 6-2-6 表に示す。表中では，原子炉

建屋を R/B，タービン建屋を T/B，コントロール建屋を C/B，及び廃棄物処

理建屋を Rw/B と表記する。 

 

  6.2.3 影響評価結果 

6.2.2 で抽出した上位クラス施設と下位クラス施設との接続部につい

て，第 5-2 図のフローの dに基づいて影響評価を行った結果を第 6-2-7 表

～第 6-2-9 表に示す。 

影響評価を行った結果，上位クラス施設と下位クラス施設との接続部が

損傷することによって，上位クラスの機能に影響を及ぼすことはないこと

を確認した。なお，上位クラス施設と隔離されずに接続する下位クラスベ

ント配管は，現地調査の結果，その他の下位クラス施設による波及的影響

を受けないことを確認した。 

S クラス施設 
重要 SA 施設 
（B, C クラス施設） 

S クラス施設 重要 SA 施設 
（B, C クラス施設） 
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第 6-2-1 表 柏崎刈羽原子力発電所 6号炉 上位クラス施設と下位クラス施設と

の接続部における設計上の考慮一覧表（1/11） 

整理 

番号 
上位クラス施設 区分 設置場所 

設計上の考慮 

（有：○， 

無：×） 

分類※1 備考 

K6-

O001 

非常用ディーゼル発電設備 

軽油タンク 
S ｸﾗｽ 

SA 施設 
建屋外 × －  

K6-

O002 
非常用ディーゼル発電設備 

燃料移送ポンプ 
S ｸﾗｽ 建屋外 × －  

K6-

O003 
非常用ディーゼル発電設備 

燃料油系配管 
S ｸﾗｽ 建屋外 × －  

K6-

O005 

格納容器圧力逃がし装置 

フィルタ装置 
SA 施設 建屋外 × －  

K6-

O006 

格納容器圧力逃がし装置 

よう素フィルタ 
SA 施設 建屋外 × －  

K6-

O007 

格納容器圧力逃がし装置 

ドレン移送ポンプ 
SA 施設 建屋外 × －  

K6-

O008 

格納容器圧力逃がし装置 

ドレンタンク 
SA 施設 建屋外 × －  

K6-

O009 
格納容器圧力逃がし装置 

ラプチャーディスク 
SA 施設 建屋外 × －  

K6-

0010 
復水補給水系配管 SA 施設 建屋外 × －  

K6-

O011 
燃料プール冷却浄化系配管 SA 施設 建屋外 × －  

K6-

O012 
格納容器圧力逃がし装置配管 SA 施設 建屋外 × －  

K6-

O013 

格納容器圧力逃がし装置放射線モニタ

盤 
SA 施設 建屋外 ○ (b)i  

K6-

O024 
原子炉補機冷却水系配管 SA 施設 建屋外 × －  

K6-

O025 
非常用ガス処理系配管 

S ｸﾗｽ 

SA 施設 
建屋外 × －  

K6-

O026 
無線連絡設備 SA 施設 建屋外 ○ (b)i  

K6-

O027 

格納容器圧力逃がし装置フィルタ装置

水位 
SA 施設 建屋外 ○ (b)i,(b)ii  

K6-

O028 

格納容器圧力逃がし装置フィルタ装置

金属フィルタ差圧 
SA 施設 建屋外 ○ (b)i,(b)ii  

K6-

O029 

格納容器圧力逃がし装置フィルタ装置

スクラバ水 pH 
SA 施設 建屋外 ○ (b)i,(b)ii  

※1 分類は 5.2 a の項目（(a)：電気設備 (b)i：制御信号 (b)ii：計装配管 (c)：格納容器貫通部 (d)：AO 弁駆動用空気供給配管接続部 

(e)：弁グランド部漏えい検出配管接続部）に対応する。なお，電気設備及び計装設備のうち上位クラス施設同士の接続部は「接続部における 

相互影響」としては検討不要だが，設計上の考慮がなされているものとして整理する。 
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(2) 地盤の物性値 
  ａ．液状化試験の結果 

液状化層と判定する埋戻土層と非液状化層と判定するが念のため液状化強度特性を

設定する洪積砂質土層（Ⅱ）の有効応力解析に用いる液状化パラメータは，繰返しね

じりせん断試験結果より設定する。 
埋戻土層及び洪積砂質土層（Ⅱ）の物性値を第 11-9-6 表に示す。 
試験結果から設定した解析上の液状化強度曲線を第 11-9-9 図に，液状化パラメータ

を第 11-9-7 表に示す。なお，液状化特性が保守的（液状化しやすい）に評価されるよ

うに，液状化パラメータを設定する（試験結果より繰返し回数が少ない状態で同程度

のひずみが発生するように設定することから，液状化が発生しやすい設定となってい

る）。 
 

第 11-9-6 表 試験結果 
（埋戻土層） 

 
 

（洪積砂質土層（Ⅱ）） 

 
 
 

単位体積重量 ρ t/m3 2.00
間隙率 n － 0.41

せん断弾性係数 Gma kN/m2 5.11E+04
内部摩擦角 φ ° 41.1

粘着力 C kN/m2 0.0
履歴減衰上限値 hmax － 0.271

力学的
性質

物理的
性質

液状化強度曲線
（液状化パラメータ）

－ －

必要とする物性値

単位記号名称
物性値

第11-9-9図
参照

単位体積重量 ρ t/m3 1.90
間隙率 n － 0.53

せん断弾性係数 Gma kN/m2 2.07E+05
内部摩擦角 φ ° 45.0

粘着力 C kN/m2 0.0
履歴減衰上限値 hmax － 0.155

力学的
性質

液状化強度曲線
（液状化パラメータ）

－ －
第11-9-9図

参照

名称 記号 単位

物理的
性質

必要とする物性値

物性値
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9.3 常設代替交流電源設備基礎 
9.3.1 構造概要及び評価断面 

常設代替交流電源設備基礎について液状化による設備への影響の見通しとして，液状

化現象の影響が最も大きいと考えられる断面を選定し，構造物の評価を実施する。 
常設代替交流電源設備基礎は，第一ガスタービン発電機基礎と燃料タンク基礎で構成

され，鉄筋コンクリート構造の躯体（基礎版及びタンク格納槽）と，それを支持する鋼管

杭からなる。常設代替交流電源設備基礎の平面図を第 11-9-15 図に，常設代替交流電源設

備基礎のうち第一ガスタービン発電機用燃料タンク基礎の断面図（NS 断面）を第 11-9-
16 図に示す。 
常設代替交流電源設備基礎は基礎構造物であり，各断面で地盤条件に大きな差異はな

いことから，近接構造物に着目し，代表断面を選定する。 
第一ガスタービン発電機基礎と燃料タンク基礎は東西方向に隣接して配置されており，

EW 断面では，互いの変形抑制効果が期待できる。第一ガスタービン発電機基礎の北側に

7 号炉タービン建屋があることから，NS 断面の評価ではこの変形抑制効果が期待できる

が，燃料タンク基礎の北側はタービン建屋よりも海側のエリアとなるため，NS 断面の評

価ではタービン建屋の変形抑制効果が期待できない。 
以上のことから，代表断面として，第一ガスタービン発電機用燃料タンク基礎 NS 断面

を選定し，2 次元有効応力解析（FLIP）による評価を実施する。評価は，基準地震動 Ss
に対して第一ガスタービン発電機用燃料タンク基礎に要求される機能の維持を確認する

ために，地震応答解析（有効応力解析）に基づき実施する。 
 

 
 

第 11-9-15 図 常設代替交流電源設備基礎 平面図 

第一ガスタービン発電機基礎 燃料タンク基礎

2.90 15.20

12
.2
8

28.00

14
.
00

20
.0
0

７号炉タービン建屋

4.00

32.50

（単位：ｍ） 

B 

B’ 

A A’ 

C 

C’ 
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(1) 第一ガスタービン発電機基礎及び燃料タンク基礎（EW 断面） 

 

 
(2) 第一ガスタービン発電機基礎（NS 断面） 

 

  
(3) 第一ガスタービン発電機用燃料タンク基礎（NS 断面） 

第 11-9-16 図 常設代替交流電源設備基礎断面図  
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(2) 地盤の物性値 
  ａ．液状化試験の結果 

液状化層と判定する埋戻土層と非液状化層と判定するが念のため液状化強度特性を

設定する洪積砂質土層（Ⅱ）の有効応力解析に用いる液状化パラメータは，繰返しね

じりせん断試験結果より設定する。 
新期砂層（Ⅰ）（Ⅱ）の有効応力解析に用いる液状化パラメータ及び地盤物性値

は，追加調査を実施することとしているため，設置許可段階における見通しを得るた

めの構造物評価においては，埋戻土層の値を用いる。 
埋戻土層及び洪積砂質土層（Ⅱ）の物性値を第 11-9-23 表に示す。 
試験結果から設定した解析上の液状化強度曲線を第 11-9-20 図に，液状化パラメー

タを第 11-9-24 表に示す。なお，液状化特性が保守的（液状化しやすい）に評価され

るように，液状化パラメータを設定する（試験結果より繰返し回数が少ない状態で同

程度のひずみが発生するように設定することから，液状化が発生しやすい設定となっ

ている）。 
第 11-9-23 表 試験結果 

（埋戻土層） 

 
 

（洪積砂質土層（Ⅱ）） 

 

単位体積重量 ρ t/m3 2.00
間隙率 n － 0.41

せん断弾性係数 Gma kN/m2 5.11E+04
内部摩擦角 φ ° 41.1

粘着力 C kN/m2 0.0
履歴減衰上限値 hmax － 0.271

物理的
性質

力学的
性質

液状化強度曲線
（液状化パラメータ）

－ －
第11-9-20図

参照

必要とする物性値

物性値
名称 記号 単位

単位体積重量 ρ t/m3 1.90
間隙率 n － 0.53

せん断弾性係数 Gma kN/m2 2.07E+05
内部摩擦角 φ ° 45.0

粘着力 C kN/m2 0.0
履歴減衰上限値 hmax － 0.155

物理的
性質

力学的
性質

液状化強度曲線
（液状化パラメータ）

－ －
第11-9-20図

参照

必要とする物性値

物性値
名称 記号 単位
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第 11-11-1 図 ６号炉取水路断面図 
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第 11-11-2 図 ７号炉取水路断面図 
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第 11-11-3 図 ６号炉軽油タンク基礎断面図 
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：液状化影響評価対象層 

（凡例） 
A A’ 

B’ 

B 

A A’ 

B B’ 
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第 11-11-4 図 ７号炉軽油タンク基礎断面図 
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：液状化影響評価対象層 

（凡例） 

A A’ 

B 

B’ 

A A’ 

B B’ 
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第 11-11-5 図 ６号炉燃料移送系配管ダクト断面図 
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第 11-11-6 図 ７号炉燃料移送系配管ダクト断面図 
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：液状化影響評価対象層 

（凡例） 

（単位：mm） 
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第 11-11-7 図 第一ガスタービン発電機及び燃料タンク基礎断面図 
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第 11-11-8 図 海水貯留堰断面図 
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別紙－12 
 
 
 
 
 
 
 
 

柏崎刈羽原子力発電所６号及び７号炉 
 
 
 
 
 

屋外重要土木構造物の耐震評価における 
断面選定について 

（耐震）



 

4 条-別紙 12-1 

 

1. 屋外重要土木構造物の耐震評価における断面選定の考え方 
1.1 方針 
屋外重要土木構造物の評価対象断面については，構造物の配置，荷重条件及び地盤条件

を考慮し，耐震評価上最も厳しくなると考えられる位置を評価対象断面とする。 
柏崎刈羽発電所 6 号及び 7 号炉での対象構造物は，スクリーン室，取水路，補機冷却用

海水取水路，軽油タンク基礎，燃料移送系配管ダクト，海水貯留堰である。各施設の平面

配置図を第 12-1-1 図に示す。 
 

 
第 12-1-1 図 平面配置図 

  



 

4 条-別紙 12-2 

 

1.2 スクリーン室の断面選定の考え方 
 第 12-1-2 図，第 12-1-3 図及び第 12-1-4 図にスクリーン室の平面図，断面図及び縦断図

を示す。 
 スクリーン室は，6 号及び 7 号炉ともに，延長約 23m の鉄筋コンクリート造の地中構造

物であり，取水方向に対して内空寸法が一様で，頂版には取水方向におおむね規則的に開

口が存在する。また，スクリーン室は，古安田層洪積粘性土層に直接設置されている。 
 今回の工事計画認可申請書（以下「今回工認」という。）では，スクリーン室の取水方向

全長で開口を含めた平均的な剛性及び上載荷重を考慮し，基準地震動 Ss による耐震評価を

実施する。 
スクリーン室の検討断面では，地下水位以下に，液状化層（埋戻土層）及び液状化影響

評価対象層（古安田層洪積砂質土層）が分布することから，耐震評価では有効応力解析を

実施する。 
  



 

4 条-別紙 12-3 

 

         
（6 号炉）                    （7 号炉） 

第 12-1-2 図 6 号及び 7 号炉スクリーン室 平面図 
 

 
（6 号炉）                    （7 号炉） 

 
第 12-1-3 図 6 号及び 7 号炉スクリーン室 断面図 

 
 
 
 
 
 

（6 号炉）                    （7 号炉） 
第 12-1-4 図 6 号及び 7 号炉スクリーン室 縦断図 
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1.3 取水路の断面選定の考え方 
 第 12-1-5 図に取水路の平面図を示す。 
 取水路は，6 号及び 7 号炉ともに，延長約 127m の鉄筋コンクリート造の地中構造物であ

り，取水方向に対して複数の断面形状を示し，海側から大きく漸縮部，一般部，漸拡部に

分けられる。また，取水路は，古安田層洪積粘性土層に直接設置若しくはマンメイドロッ

クを介して西山層に設置されている。 
 今回工認では，構造物の構造的特徴や地盤条件等を考慮した上で断面を選定し，基準地

震動 Ss による耐震評価を実施する。 
 第 12-1-6 図～第 12-1-8 図及び第 12-1-1 表，第 12-1-2 表に取水路の縦断図，断面図及び

構造諸元を示す。 
 取水路漸縮部は，一体の構造物であるが，取水方向に幅が漸縮するとともに，６連のボ

ックスカルバート形状から３連のボックスカルバート形状に変わる構造となっている。ま

た，縦断方向で土被り厚は同じであり，その他の設置地盤条件もほぼ一様となっている。

以上のことから，スクリーン室とほぼ同等の設置条件にあるものの，構造的特徴として６

連から３連のボックスカルバート形状に変わることを踏まえ，構造物の幅に対する鉛直部

材の割合が少なく耐震上厳しいと判断される A‐A’断面を耐震評価の対象として選定する。 
 取水路一般部は，取水方向に幅が一様な３連のボックスカルバート形状の構造となって

いることから，耐震評価の対象は，設置地盤条件に着目し，西山層の上限面の高さが深い

区間で最も土被り厚が大きく耐震上厳しいと判断されるブロック⑤の B‐B’断面を選定す

る。 
取水路漸拡部は，取水方向に幅が漸拡する６連のボックスカルバート形状の構造となっ

ている。また，縦断方向で土被り厚はほぼ同等であり，その他の設置地盤条件もほぼ一様

となっている。以上のことから，耐震評価の対象は，構造的特徴を踏まえ，構造物の幅に

対する鉛直部材の割合が最も少なく耐震上厳しいと判断されるブロック⑩のタービン建屋

側の C‐C’断面を選定する。 
取水路の検討断面では，地下水位以下に，液状化層（埋戻土層）及び液状化影響評価対

象層（古安田層洪積砂質土層）が分布することから，耐震評価では有効応力解析を実施す

る。 
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（6 号炉）                    （7 号炉） 

第 12-1-5 図 6 号及び 7 号炉取水路 平面図 
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第 12-1-1 表 6 号炉取水路 構造諸元 

 
  
 
 

 
 
 
 
 

第 12-1-6 図 6 号炉取水路 縦断図 
 
  

ブロック番号 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪

設備区分 スクリーン室
取水路

（漸縮部）
取水路

（一般部）
取水路

（漸拡部）

幅（m） 48.1 48.1～16.6 16.6 16.6 16.6 17.3～23.9 24.0～30.5 30.5～37.0

高さ（m） 10.0 7.0～8.0 8.0～6.6 6.6 6.6 7.2 7.2～8.3 8.3～9.5

壁面積率 0.19 0.20 0.24 0.24 0.24 0.37 0.28 0.23

頂版開口 有 無 立坑 無 無 立坑 無 無 無 無 立坑

機器荷重 有 無 無 無 無 無 無 無

土被り厚（m） 0 2.5 2.5～14.7 14.7～19.2 15.8 15.6 15.6～14.5 14.5～13.3

ブロック番号 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪

設備区分 スクリーン室
取水路

（漸縮部）
取水路

（一般部）
取水路

（漸拡部）

幅（m） 48.1 48.1～16.6 16.6 16.6 16.6 17.3～23.9 24.0～30.5 30.5～37.0

高さ（m） 10.0 7.0～8.0 8.0～6.6 6.6 6.6 7.2 7.2～8.3 8.3～9.5

壁面積率 0.19 0.20 0.24 0.24 0.24 0.37 0.28 0.23

頂版開口 有 無 立坑 無 無 立坑 無 無 無 無 立坑

機器荷重 有 無 無 無 無 無 無 無

土被り厚（m） 0 2.5 2.5～14.7 14.7～19.2 15.8 15.6 15.6～14.5 14.5～13.3

 

① ② ③ ④ 
⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ 

A 

A B 

B C 

C 
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第 12-1-2 表 7 号炉取水路 構造諸元 

 
 
 
 

 

 
 
 
 
 

第 12-1-7 図 7 号炉取水路 縦断図 
 
  

ブロック番号 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪

設備区分 スクリーン室
取水路

（漸縮部）
取水路

（一般部）
取水路

（漸拡部）

幅（m） 48.1 48.1～16.6 16.6 16.6 16.6 17.3～24.0 24.0～30.9 30.9～37.6

高さ（m） 10.0 7.0～8.0 8.0～6.6 6.6 6.6 7.2 7.2～8.3 8.3～9.5

壁面積率 0.19 0.20 0.24 0.24 0.24 0.37 0.28 0.22

頂版開口 有 無 立坑 無 無 立坑 無 無 無 無 立坑

機器荷重 有 無 無 無 無 無 無 無

土被り厚（m） 0 2.5 2.5～13.8 13.8～19.2 15.8 15.6 15.6～14.5 14.5～13.3

ブロック番号 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪

設備区分 スクリーン室
取水路

（漸縮部）
取水路

（一般部）
取水路

（漸拡部）

幅（m） 48.1 48.1～16.6 16.6 16.6 16.6 17.3～24.0 24.0～30.9 30.9～37.6

高さ（m） 10.0 7.0～8.0 8.0～6.6 6.6 6.6 7.2 7.2～8.3 8.3～9.5

壁面積率 0.19 0.20 0.24 0.24 0.24 0.37 0.28 0.22

頂版開口 有 無 立坑 無 無 立坑 無 無 無 無 立坑

機器荷重 有 無 無 無 無 無 無 無

土被り厚（m） 0 2.5 2.5～13.8 13.8～19.2 15.8 15.6 15.6～14.5 14.5～13.3

 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ 

A 

A B 

B C 

C 
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第 12-1-8 図 6 号及び 7 号炉取水路 断面図 
  

（6 号炉取水路一般部） 

（単位：m） 

（6 号炉取水路漸拡部） 

（単位：m） 

（6 号炉取水路漸縮部） 

（単位：m） 

（7 号炉取水路一般部） 

（単位：m） 

（7 号炉取水路漸縮部） 

（単位：m） 

（7 号炉取水路漸拡部） 

（単位：m） 
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1.4 補機冷却用海水取水路の断面選定の考え方 
 第 12-1-9図～第 12-1-11図に補機冷却用海水取水路の平面図，縦断図及び断面図を示す。 
 補機冷却用海水取水路は，6 号及び 7 号炉ともに，取水路漸拡部からそれぞれ北側，南側

に分岐した鉄筋コンクリート造の地中構造物であり，取水方向に対して複数の断面形状を

示し，直接若しくはマンメイドロックを介して西山層に設置されている。 
 今回工認では，構造物の構造的特徴や地盤条件等を考慮した上で断面を選定し，基準地

震動 Ss による耐震評価を実施する。 
補機冷却用海水取水路（北側）は，取水路漸拡部から２連のボックスカルバート形状で

分岐し，２連から４連（柱部２本）のボックスカルバート形状に変わるとともに，タービ

ン建屋近傍で幅が大きくなる構造である。また，補機冷却用海水取水路（南側）は，取水

路漸拡部から２連のボックスカルバート形状で分岐し，２連から５連（柱部２本）のボッ

クスカルバート形状に変わるとともに，タービン建屋近傍で幅が大きくなる構造である。 
以上のことから，耐震評価の対象は，構造的特徴を踏まえ，構造物の幅に対する鉛直部

材の割合が最も少なく耐震上厳しいと判断されるタービン建屋接続位置を選定し，北側４

連（柱部２本）ボックスカルバート部のブロック北③及び南側５連（柱部２本）ボックス

カルバート部のブロック南③を選定する。モデル化においては，ブロック全体の妻壁及び

柱部を含めた平均的な剛性を考慮し，基準地震動 Ss による耐震評価を実施する。 
補機冷却用海水取水路の検討断面では，地下水位以下に，液状化層（埋戻土層）が分布

することから，耐震評価では有効応力解析を実施する。 
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           （南側）                  （北側） 
第 12-1-9 図 補機冷却用海水取水路 平面図（例：7 号炉） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
第 12-1-10 図 6 号及び 7 号炉補機冷却用海水取水路 縦断図  
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第 12-1-11 図 6 号及び 7 号炉補機冷却用海水取水路 断面図 
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1.5 軽油タンク基礎の断面選定の考え方 
 第 12-1-12 図及び第 12-1-13 図に軽油タンク基礎の平面図及び断面図を示す。 
 軽油タンク基礎は，6 号及び 7 号炉ともに，鉄筋コンクリート造の基礎版が杭を介して西

山層に支持される地中構造物で，幅約 18m（NS 方向）×約 35m（EW 方向），高さ約 1.4m
の基礎版を等間隔に配置した杭で支持する比較的単純な基礎構造物であり，評価対象断面

方向に一様な構造となっている。また，基礎版及び杭の周辺には地震時における変形抑制

対策として地盤改良を実施しているため周辺の地盤が構造物に与える影響はどの断面も大

きな差はないと考えられる。 
 今回工認では，基礎版の長軸方向及び短軸方向の 2 断面を選定し，基準地震動 Ss による

耐震評価を実施する。 
 6 号炉軽油タンク基礎の検討断面では，地下水位以下に，液状化影響評価対象層（古安田

層洪積砂質土層）が分布することから，耐震評価では有効応力解析を実施する。埋戻土層

（Ⅱ）は，建設時に掘削した西山層泥岩を材料として埋め戻した粘性土であり，性状の確

認を目的とした物理試験を実施した上で，非液状化層として扱う。 
7 号炉軽油タンク基礎の検討断面では，地下水位以下に，液状化影響評価対象層（新期砂

層・沖積層，古安田層洪積砂質土層）が分布することから，耐震評価では有効応力解析を

実施する。 
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第 12-1-12 図 6 号炉軽油タンク基礎 平面図・断面図 

 
 

 

 
第 12-1-13 図 7 号炉軽油タンク基礎 平面図・断面図 
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1.6 燃料移送系配管ダクトの断面選定の考え方 
 第 12-1-14 図及び第 12-1-15 図に燃料移送系配管ダクトの平面図，断面図及び縦断図を示

す。 
 6 号炉燃料移送系配管ダクトは，軽油タンク側は鉄筋コンクリート造のダクトが杭を介し

て，6 号炉原子炉建屋側はマンメイドロックを介して西山層に支持される地中構造物である。

7 号炉燃料移送系配管ダクトは，鉄筋コンクリート造のダクトが杭を介して西山層に支持さ

れる地中構造物である。また，6 号及び 7 号炉ともにダクト及び杭の周辺には地震時におけ

る変形抑制対策として地盤改良を実施している。 
 今回工認では，6 号炉は，軸方向に一様なダクト形状を示すことから，支持構造に着目し，

杭基礎部とマンメイドロックに直接設置するダクトのうち，より曲げ変形が大きくなると

考えられる杭基礎部の断面を選定し，基準地震動 Ss による耐震評価を実施する。7 号炉は，

軸方向に一様な杭支持構造のダクト形状を示しており，ダクトが接する側方及び下方の地

盤は軸方向にほぼ同じ条件であることから，杭部分の曲げ変形がより大きくなると考えら

れる最も杭長が長い断面を選定し，基準地震動 Ss による耐震評価を実施する。 
6 号炉燃料移送系配管ダクトの検討断面では，地下水位以下に，液状化層及び液状化影響

評価対象層は分布しない。埋戻土層（Ⅱ）は，建設時に掘削した西山層泥岩を材料として

埋め戻した粘性土であり，性状の確認を目的とした物理試験を実施した上で，非液状化層

として扱う。 
7 号炉燃料移送系配管ダクトの検討断面では，地下水位以下に，液状化影響評価対象層（新

期砂層・沖積層，古安田層洪積砂質土層）が分布することから，耐震評価では有効応力解

析を実施する。 
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第 12-1-14 図 6 号炉燃料移送系配管ダクト 平面図・断面図・縦断図 
 

 
 

第 12-1-15 図 7 号炉燃料移送系配管ダクト 平面図・断面図・縦断図 
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：液状化影響評価対象層 
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1.7 海水貯留堰の断面選定の考え方 
 第 12-1-16 図に海水貯留堰の平面図，第 12-1-17 図に海水貯留堰の断面図，第 12-1-18 図

に古安田層基底面図を示す。 
海水貯留堰は，取水口前面の海中に設置する鋼管矢板を連結した構造物であり，取水護

岸に接続している。鋼管矢板の根入れは 8m であり，西山層若しくは古安田層洪積粘性土層

に直接設置される。鋼管矢板は，海水を貯留するために海底面から A 部で 2.0m，B 部で

2.5m 突出している。 
 海水貯留堰の断面選定においては， 海水貯留堰の配置を考慮して鋼管矢板が汀線直交方

向に連結した部分，汀線平行方向に連結した部分及び取水護岸との接続部から選定する。

また，地震時の影響を考慮して海底面から突出した部分が長い B 部を優先する。地盤条件

としては，地震時の応答が大きくなると考えられる古安田層の基底面が深い位置を選定す

る。 
 選定した断面位置を第 12-1-16 図に示す。6 号炉海水貯留堰においては汀線平行方向で古

安田層の基底面が深い①断面を，汀線直交方向で古安田層の基底面が深く突出長が長い②

断面を，取水護岸部との接続部として③断面を選定する。7 号炉海水貯留堰においては，汀

線平行方向及び汀線直交方向において古安田層の基底面が深い④断面及び⑤断面を，取水

護岸部との接続部として⑥断面を選定する。 
 

 
（7 号炉）                     （6 号炉） 

 
第 12-1-16 図 6 号及び 7 号炉海水貯留堰 平面図 

 

①断面 

②断面 

④断面 

⑤断面 

③断面 
⑥断面 

取水護岸 取水護岸 取水護岸 取水護岸 

海水貯留堰 海水貯留堰 
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第 12-1-17 図 6 号及び 7 号炉海水貯留堰 断面図 

 
 
 

 
第 12-1-18 図 古安田層基底面図 

  

（A 部） （B 部） 

（7号炉） （6号炉） 
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2. 重大事故等対処施設の土木構造物の耐震評価における断面選定の考え方 
2.1 方針 
 重大事故等対処施設の土木構造物の評価対象断面については，構造物の配置や荷重条件

及び地盤条件を考慮し，耐震評価上最も厳しくなると考えられる位置を評価対象断面とす

る。 
 柏崎刈羽発電所 6 号及び 7 号炉での対象構造物は，第一ガスタービン発電機基礎及び第

一ガスタービン発電機用燃料タンク基礎である。各施設の平面配置図を第 12-2-1 図に示す。 
 
2.2 第一ガスタービン発電機基礎及び第一ガスタービン発電機用燃料タンク基礎の断面選

定の考え方 
 第 12-2-2 図に第一ガスタービン発電機基礎及び第一ガスタービン発電機用燃料タンク基

礎の断面図を示す。 
 第一ガスタービン発電機基礎は，鉄筋コンクリート造の基礎版が杭を介して西山層に支

持される地中埋設構造物で，幅約 14m（NS 方向）×約 33m（EW 方向），高さ約 3.6～6.0m
の基礎版を等間隔に配置した杭で支持する比較的単純な基礎構造物であり，評価対象断面

方向に一様な構造となっている。また，基礎版及び杭の周辺には地震時における変形抑制

対策として地盤改良を実施しているため周辺の地盤が構造物に与える影響はどの断面も大

きな差はないと考えられる。 
 第一ガスタービン発電機用燃料タンク基礎は，鉄筋コンクリート造のピットが杭を介し

て西山層に支持される地中構造物で，幅約 12m（NS 方向）×約 12m（EW 方向），高さ約

8.3m のピットを等間隔に配置した杭で支持する比較的単純な基礎構造物であり，評価対象

断面方向に一様な構造となっている。また，ピット及び杭の周辺には地震時における変形

抑制対策として地盤改良を実施しているため周辺の地盤が構造物に与える影響はどの断面

も大きな差はないと考えられる。 
今回工認では，基礎版及びピットの長軸方向及び短軸方向の 2 断面を選定し，基準地震

動 Ss による耐震評価を実施する。 
第一ガスタービン発電機基礎及び第一ガスタービン発電機用燃料タンク基礎の検討断面

では，地下水位以下に，液状化影響評価対象層（新期砂層・沖積層，古安田層洪積砂質土

層）が分布することから，耐震評価では有効応力解析を実施する。 
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第 12-2-1 図 平面配置図 
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（EW 断面） 

 
第 12-2-2 図 第一ガスタービン発電機及び第一ガスタービン発電機用 

燃料タンク基礎断面図（1/3） 
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（第一ガスタービン発電機基礎 NS 断面①） 

 

 
（第一ガスタービン発電機基礎 NS 断面②） 

 
第 12-2-2 図 第一ガスタービン発電機及び第一ガスタービン発電機用 

燃料タンク基礎断面図（2/3）  
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：液状化影響評価対象層 
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（第一ガスタービン発電機用燃料タンク基礎 NS 断面） 

 
第 12-2-2 図 第一ガスタービン発電機及び第一ガスタービン発電機用 

燃料タンク基礎断面図（3/3） 
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：液状化影響評価対象層 

（凡例） 

埋戻土層（Ⅰ） 

新期砂層・ 

沖積層 

古安田層 

西山層 

D 

D’ 

D D’ 


